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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語と英語の初対面会話において、聞き手の話題展開の方法に相違があるこ
とを明らかにした。日本語では、聞き手は話し手の話題に踏み込まないのに対し、英語では頻繁な情報要求やSecond S
toryの提示で話題に積極的に関与しようとしていた。その結果、両言語の話題展開のスタイル、深さ、自己開示の大き
さ、情報要求の仕方などの相違をもたらしていた。そしてその背後には、両言語話者が考える望ましい会話、ひいては
望ましい対人関係の考え方に相違があることを指摘できた。英語教育では、この点を明示的に教授し、英語で求められ
る社会言語能力を育成することが肝要であると提言した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we distinguished the role of listeners in both Japanese and 
English conversations. In Japanese conversations, listeners avoid getting involved in the speaker’s 
topic and maintain their distance. In contrast, English speakers are eager to request information on the 
topic and offer Second Story (Sacks, 1992). This contrastive attitude by listeners also leads to 
differences in the style of topic-development, depth of topic, degree of self-disclosure, and strategies 
for requesting information. Moreover, the contrastive communication styles between the languages derive 
from perceived differences about good conversation and preferred interpersonal relationships. In order to 
improve the communication skills of English learners in Japan, we argue that it is essential to teach 
these differences explicitly and develop their sociocultural competence in addition to their linguistic 
competence.

研究分野： 社会言語学
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１． 研究開始当初の背景 
多くの日本人は英語の言語知識があるに

もかかわらず、実際の英語運用能力は十分で
はないという指摘が、多くの経験、また研究
から（e.g. 寺内他 2008)しばしばなされて
きた。特に、日本人は話さない、おとなしい
といわれ、それが日本人への誤解にもつなが
っているとの研究もある (e.g. FitzGerald 
2003)。我々は、それは日本人の消極的な性
格に起因するだけではなく、日本語と英語の
会話のスタイルや運用方法の相違によるも
のではないかと考えた。つまり、英語の言語
知識だけではなく、日本語とは異なる英語の
社会言語能力が十分に育成されていないた
めに話すことが困難となるのではないかと
予測した。そこで、日本語と英語の会話スタ
イルの特徴を明らかにし、英語の会話に円滑
に参加できるだけの社会言語能力を育成す
るためには何が必要であるのかを解明した
いと考えた。 
 
２． 研究の目的 
 本研究では、日本人が英語で会話を行う際
に求められる社会言語能力の一端を明にす
ることを目的とした。特に、会話に積極的に
参加できるようにするために、会話の中で話
題を膨らませる「話題展開部」に着目した。
具体的なリサーチクエスチョンは以下の 4点
である。 
(1) 日本語と英語の会話における話題展開部
で、両言語話者がどのように話題を膨らま
せ（＝話題の展開）、会話の継続に貢献す
るのか。また、そこに両言語間でどのよう
な相違がみられるのか。 

(2)その背後に存在する対人関係に関する価
値観を明らかにする。  

(3)日本人が英語会話に参加し、円滑に話題を
継続させるためには、日本語のどのような
話題展開方法や対人関係意識が障壁とな
っているのかを検証する。 

(4)上記の結果に基づき、日本の英語教育で、
どのような社会言語能力を特に育成する
必要があるのかを考察する。 

 
３． 研究の方法 
本研究以前から収集していた会話データ

に加えて、本研究中に追加で収集した会話デ
ータを合わせ、談話分析の手法で会話の分析
を行った。データは、以下の 4 種である。 
(1)日本語母語話者による日本語会話 
(2)英、米、豪の英語母語話者による英語会  
 話 
(3)英語母語話者と日本語母語話者間での英 
語会話 

(4)英語母語話者と日本語母語話者間での日 
本語会話 
会話参加者はいずれも男性とした。これは

男性の会話特徴を取り立てて検証したいか
らではなく、参加者の変数を統一するためで
ある。また、その属性はいずれも大学卒業以

上の学歴の者とした。会話の場面設定は、初
対面の自由会話で、3 人を 1 グループとし、
各グループ 30 分間の会話を収録した。 
データ(1)と(2)の比較により、それぞれの言

語での話題展開のスタイルや特徴を解明し
た。さらに、(3)(4)のデータ分析結果を(1)(2)
の特徴と比較することで、学習言語において
話題の展開がどのように行われるのかを明
らかにした。さらに、各会話後のフォローア
ップ・インタビューも収集、分析し、その結
果から、各言語話者の話題展開に対する認識
を解明した。 
 
４. 研究成果 
(1)話題の長さ 
本研究では、話題の展開を、Brown and 

Yule (1983)の speaking topically の概念に基
づき「話題の関連性を保ちながら会話を継続
させる行為」と定義した。そして、話題の関
連性が保たれている話題のひとまとまりを
Topic Framework(以下 TF)とし、データ中の
会話の TF の切れ目を明らかにした。 
そのうえで、30 分の長さの会話を、各言語

5 本ずつ(合計 20 本、600 分)分析、比較する
と、以下のように 1 会話での TF 数が日本語
と英語では大きく異なることが明らかとな
った。 
 

言語 TF 数 
日本語 12 
米英語 5.8 
英英語 3.8 
豪英語 4 

Table 1  各言語 30 分会話中の平均 TF 数 
 
 同じ 30 分会話の中で、英語に比較して日
本語の TF 数が多いということは、日本語で
は各 TF が英語以上に短いということを意味
する。つまり日本語の会話では、英語以上に
話題が細切れに途切れるのに対し、英語では
1 つの話題が日本語以上に長く継続されてい
ると言える。 
 
(2) 話題展開のスタイル 
 そこで、さらに各 TF の中で会話参加者が
どのようにインタラクションをしているの
かを質的に分析すると、少なくとも以下の 3
つのスタイルが特徴的にみられた。 
① Interactive Style: これは、話し手が聞き

手に多くの情報要求を行いながら話題が
展開するスタイルである。聞き手は、先
行する話題との関連性を保ちつつ、少し
ずつ話題の焦点をずらしながら情報要求
することで、話題が関連性を保ちながら
展開するスタイルである。 

② Duet Style: これは、それまで聞き手で
あった参加者が、先行する話し手の話題
と類似の Second Story(Sacks, 1992)を
提示することで話題が展開するスタイル
である。そのため話し手それぞれは、順



に関連ある自分のストーリーを語ること
になる。 

③ Monologue Style: 話し手と聞き手の役
割が明確に分かれ、話し手は自ら話題を
展開し、聞き手はあいづちや短いコメン
トなどで話題の展開を促すスタイルであ
る。 

これらのスタイルの中で、英語は圧倒的に
①のスタイルが多く、③のスタイルはほとん
ど見られなかった。一方、日本語では①②の
スタイルとおもに③のスタイルも多く見ら
れた。 
以上から、話題の展開は、話し手以上に聞

き手の関与の仕方が大きな要因を握り、話題
展開のスタイルを決定しているといえる。つ
まり聞き手が情報要求を多く行うと①のス
タイルになり、Second Story を語ると②にな
り、聞き手に徹してあいづちなどを打つだけ
だと③のスタイルになる。そして日本語では
③のスタイルが多く、英語に比較し、聞き手
が積極的に話題展開に貢献しないために、TF
が短く話題が細切れになるのである。 
 
(3)話題の展開、および自己開示の深さ 
 さらに会話の内容を質的に分析すると、こ
れらの両言語の聞き手の行動の違いが、単に
スタイルの相違だけではなく、話題や自己開
示の深さにも影響していることが明らかと
なった。聞き手の行動をさらに詳細に見てい
くと、英語の会話では、あいづちやコメント
を述べることはもちろん、過去の会話の発話
を再現する「声の引用」ストラテジーを用い
て語りを共同で構築していることが明らか
となった。このストラテジーは、「語りが起
こっている今ここの世界」と、語りの中の「出
来事が起こったあの時あそこの世界」の二つ
の領域を行き来することで、意味を多層的に
構築していると言える。 
また、英語では先の話し手に続いて、聞き

手による Second Story も多くみられ、これ
により聞き手側も自己開示を行っている場
合が多くあった。 
これらの聞き手行動の結果、英語の会話で

は、話題は日本語のそれ以上に様々な方面に
広がり、また自己開示も深く大きく行われる
こととなっていた。 
 
(4)聞き手の情報要求行動 

(1)では、 質問などで情報要求することが、
話題展開において聞き手行動の重要な役割
を担っていることを指摘した。また、 英語
会話では、 話し手の話題展開と自己開示に
聞き手の情報要求行動が強く関連している
ものの、 日本語の会話では聞き手の関与が
あまりないことも明らかになった。そこで会
話後のフォローアップ・インタビューから、
情報要求に対する両言語話者の意識を分析
した。その結果、 英語話者の中には情報要
求を好ましい行動と考える者が多いのに対
し、日本語話者には、 情報要求を好ましく

ないと考える傾向が見られた。また、初対面
会話では質問をしないようにすると回答し
た者、 あるいは質問される会話は好ましく
はないと答えた者もいた。 つまり、英語話
者と日本語話者は情報要求にはかなり異な
る価値観を持っていると考えられる。 
そのため日本語会話で情報要求を行う場

合は、英語以上に言いさし発話、前置きなど
を多用し、攻撃的な態度で情報要求を行って
いるわけではないことを入念に示している
ことが明らかとなった。 
 
(5) 結果 
以上の分析より以下の点を明らかにする

ことができた。① 両言語とも、聞き手が話
題の展開に関与をしている点は共通であっ
た。ただ、英語の聞き手は、先行する話題の
焦点をずらしながら情報要求したり、Second 
Story を語ったりすることで話題の展開に積
極的に関与していた。それに対し日本語会話
の聞き手は、あいづちやコメントなどで話し
手の発話を促すものの、話題の展開そのもの
は話し手自身にゆだねる傾向がある。② こ
のような聞き手行動の結果、英語では話題は
掘り下げられ、また自己開示も大きくなり、 
会話はインタラクティブに進み、一つの話題
が長くなる傾向がある。それに対し日本語で
は、話題は英語に比べると深く掘り下げられ
ることが少なく、自己開示も少なく、話し手
が一人で話すモノローグ的会話になり、一つ
の話題が短くなる傾向がある ③ その背後
には、聞き手からの情報の要求に対する意識
の違いがあり、日本語話者は相手への情報要
求は好ましくないと考える傾向が強く、その
結果、もし情報要求を行うとしても、長い前
置きや間接的な表現を用いた情報要求を行
うことが明らかとなった。 
 
(6)考察 
 両言語の初対面の会話を比較すると、英語
は日本語以上に聞き手の関与が大きく、聞き
手が使う関与ストラテジーも多様で、それが
話題が深く且つ多方向に展開する会話を生
み出す一要因となっていると考えられる。 
一方日本語では、 聞き手も話題の展開に関
与するものの、その際のストラテジーはあい
づちや短いコメントなどによるものが主と
なり、英語と比較すると話題は話し手主導で
展開されると言えよう。日本語の聞き手は、 
話し手の話題には立ち入ることはせず、話し
手の話題を促す聞き役に徹した関与を行っ
ている。このようなスタイルの背後には、相
手との距離を縮めようとする英語話者と、英
語話者以上に相手との距離を保とうとする
日本語話者の対人関係意識の相違が表れて
いる。そしてこの相違が、日本人英語学習者
にとって英語会話への参加を難しくさせて
いる要因の一つだと考えることができよう。
英語教育においては、単なる英語表現や会話
ストラテジーだけではなく、このような背後



の対人意識の相違を明示的に教えることが、
話題の展開のみならず、様々な場面で適切に
英語で対応できる話者を育成するうえで不
可欠と言える。 
 今後は、今回の研究では詳細にまで踏み込
めなかった学習者の会話スタイルの分析を
行うことで、日本人の困難点をより明確にす
る必要がある。そしてこれらの成果を英語教
育に具体的に生かす道筋（教授法、カリキュ
ラム、教科書）などを考えていかなくてはな
らない。  
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